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（資料１）

馬越長火塚古墳群（まごしながひづかこふんぐん）

１ 所在地  豊橋市石巻本町字紺屋谷１８－２外 ３８筆等

２ 面 積  １５，６８３．６６㎡

３ 概 要

   馬越
ま ご し

長火
な が ひ

塚
づか

古墳群
こふんぐん

は、豊川流域の左岸の段丘上に位置する豊橋市石巻地区に所在する。今回古

墳群の構成要素として指定されたのは馬越長火塚古墳、大塚南古墳、口
くち

明塚
あけづか

南古墳の３基であり、

各古墳は西から東に入り込む谷によって挟まれ、西に向かって緩やかに下る段丘上に位置する。

馬越長火塚古墳は墳長 70ｍの前方後円墳であり、墳丘は、地山を削りだした下段と、盛り土を

した上段の２段築造である。墳丘はほぼ全面葺石で覆われている。上段の規模は後円部の径が 31

ｍ、高さが 5.5ｍ、前方部が長さ 31.5ｍ、くびれ部の幅が 15ｍ、くびれ部付近の高さが 3.5ｍと

なっている。上段の後円部中央が著しく高まっており、かつ前方部が低く細長いという特徴は、

西日本各地の６世紀終わり頃の首長墓にいくつか認められる。

後円部の南側には全長 17.5ｍ以上となる横穴式石室が開口しており、前庭
ぜんてい

と羨道
せんどう

、玄室とで構

成されている。前庭長は 5.75ｍ以上、羨道と玄室の長さ 11.75ｍ、石室最大幅 2.35ｍ、最大高 2.95

ｍであり、羨道と玄室は立柱によって区別され、さらに玄室も立柱で前後２室に分けられる複室

構造となっている。玄室の平面形が胴張りとなっており、天井石の縦断面は連続する孤状をなし、

奥壁は１枚石が使用されていることは、典型的な三河型の横穴式石室であることを示す。

石室内からは、鉄地
て つ じ

金銅装
こんどうそう

馬具や豊富な玉類、大量の須恵器が発見されている。馬具は新羅の

ものを祖形として列島で生産された初期段階の棘
きょく

葉形
ようがた

杏
ぎょう

葉
よう

である。

玉類はガラス製トンボ玉や、大型の琥珀製
こはくせい

棗
なつめ

玉
だま

、金銅製空
うつろ

玉
だま

がある。トンボ玉の中には、２

色のガラスを重ねて巻き付けた重層玉のほかに、斑点文の切子玉や線状文と斑点文の複合した丸

玉など、国内では例を見ないものが見つかっている。古墳が築かれてから半世紀ほど後に行われ

た墓前儀礼に伴う須恵器群も前庭で発見されている。これらはその他の多様な副葬品とともに平

成 24 年に重要文化財に指定されている。

出土した馬具などから、馬越長火塚古墳は６世紀末に築造されたと考えられている。同時期におい

て、東海屈指の規模を有する前方後円墳である。

大塚南古墳は、馬越長火塚古墳の南西 50ｍに所在する直径 19ｍの円墳、口明塚南古墳は、馬

越長火塚古墳の北西 60ｍに所在する直径 23ｍの円墳である。それぞれ改変は受けているものの、

残存状態は比較的良好である。墳丘の中央には南に開口するとされる横穴式石室が存在し、天井

石は失われているが、石室の下部は比較的よく残っている。
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大塚南古墳からは鉄地
て つ じ

金銅装
こんどうそう

花形
はながた

鏡板付
かがみいたつき

轡
くつわ

と雲
う

珠
ず

・辻
つじ

金具
か な ぐ

が発見されている。また口明塚南

古墳からは金銅製毛彫り馬具片が出土している。それぞれの古墳は、馬具と一緒に出土した須恵

器の年代から７世紀初頭に続いて築造されたと考えられている。

以上のように、馬越長火塚古墳群は、６世紀末から７世紀はじめにかけて続く首長墓の系譜で

あると考えられる。

  馬越長火塚古墳の墳形及び中央の工房で製作され、地方の有力者に与えられたと考えられる金

銅装馬具やその他の多様な副葬品から、被葬者は大和王権との関わりが深い人物であったと考え

られる。一方、横穴式石室は典型的な三河型のものであり、被葬者は三河地方の有力者であった

ことも推定される。

文献によれば、６世紀の東三河の豊川流域には｢穂
ほの

国
くに

｣が存在していたとされており、馬越長火

塚古墳群は穂国を統治していた穂
ほの

国造
こくぞう

の代々の墓であると考えられる。東海地方の古墳時代後期

から終末期の首長系譜のあり方を探る上できわめて重要な古墳群である。
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馬越長火塚古墳群（全景）（豊橋市教育委員会提供） 

馬越長火塚古墳群（馬越長火塚古墳 横穴式石室）（豊橋市教育委員会提供） 
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馬越長火塚古墳群（大塚南古墳）（豊橋市教育委員会提供） 

馬越長火塚古墳群（口明塚南古墳 調査風景）（豊橋市教育委員会提供） 


